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像上良く検出できた．診断に有用な容積曲線，微分曲線

のパラメータとしては，EF，1／3　mean　filling　rate，　peak

filling　rate（PFR），　time　to　PFRおよび心房収縮成分の

割合に注目する必要がある．

5．虚血性脳血管障害における各種画像所見の比較検討

　　一SPECTによるrCBVとrCBF／rCBVを中
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　虚血性脳血管障害患者にCBF－ECT，　RNAならびに

CBV－ECTを同時に行い，計100症例にてrCBF，　rCBV

およびrCBF／rCBVを半定量的に計測し，他の画像所見

ならびに臨床情報と比較してこれら所見の有用性を評価

した．その結果，これら所見は，他検査所見とともに多

数の疾患間で有意差（p＜0．001）を示した．rCBVおよび

rCBF∫rCBV比は病態の判定において高い有意差（p〈

0．005）を示した．また，rCBVおよびrCBF／rCBV比

は脳梗塞の発症後2週群と3週群との間で有意差（P＜

0．005）を示した．rCBF／rCBV比は，画像所見と比べ有

意水準が低いが，頸動脈狭窄・閉塞の有無について有意

差（P←0．01）を示した．

6．新たな工夫を加味した三次元imageによる脳血流の

　　評価
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　三次元画像は画像の立体的表示法であり，病変の空間

的位置関係を端的に評価できる点で有用である．今回

1231－IMP脳血流画像における個々の断層像による評価

と，断層像を再構成して得られた三次元画像による評価

との，病変検出における対比検討を試みた．51例におけ

る検討では，75％で両法ともに病変を良好に検出可能で

あった．残り25％では，脳深部の基底核や視床病変の検

出には不適当であったものの，小病変検出には三次元表

示による評価が優れていた．さらに従来の三次元表示で

評価不可能であった深部病変が，頭頂部と頭蓋底部に2

分割して作成した新たな三次元表示法により評価可能と
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なり，脳血流異常の評価法としてきわめて有用と思われ

た．

7．悪性リンパ腫における67Gaの陽性率
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　悪性リンパ腫は，肺癌，骨腫瘍と並びGaシンチグラ

フィー陽性率が高い腫瘍の1つである．

　今回われわれの未治療94例の検討では，悪性リンパ腫

全体では74．5％，ホジキン病90．9％，非ホジキンリンパ腫

72．3％の陽性率となった．LSG分類による検討ではび

まん性リンパ腫75．8％，濾胞性リンパ腫71．4％であった・

部位別検討では肺門，縦隔リンパ節で高く，腸骨，そけ

いリンパ節で低率となった．

　大きさによる検討では1cm以下の陽性率が低くなっ

た．

　組織学的に証明された部位の陽性率（true　Positive

rate）は60％となった．

　以上より，悪性リンパ腫におけるGaシンチグラフィ

ー
は，病巣を検出する目的からは価値が高いとは言い切

れず，病期分類の補助的役割はしているが必ず施行すべ

きかどうかは疑問が残る．

8．67Ga．SPECTによる悪性リンパ腫の腹部病巣の診断
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　67Gaシンチグラフィによる悪｝生リンパ腫の腹部病巣

の検出率は50－60％程度と低い．これは67Gaの腸管，

骨髄へのバックグラウンド放射能が腹部病巣診断の妨げ

となっていることが要因と考えられる．病巣部とその前

後のバックグラウンド放射能とを分離し，病巣のコント

ラストを向上させ得るSPECTを腹部病巣の診断に応用

することは意義があると考えられるため，CTに対してど

の程度の診断能力があるかを比較してみた．45検査（34

症例）のうちCTと結果が一致したものは38検査（両者

陽性13，両者陰性25）であり，不一致例の中には67Ga
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